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チ
ャ
ド
ウ
ィ
ッ
ク
な
ど
の
先
行
研
究
に
依
拠
し
て

い
る
感
が
強
い
も
の
の
、
思
想
史
の
文
脈
の
中
で

と
ら
え
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
見
方
を
提

供
し
て
い
る
。
さ
て
、
近
年
の
ケ
ル
ト
研
究
の
傾

向
と
し
て
、
少
な
く
と
も
、
ブ
リ
テ
ン
や
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
「
ケ
ル
ト
」
と
い
う
概
念

を
用
い
て
考
察
す
る
こ
と
の
有
効
性
に
対
す
る
疑

念
が
出
さ
れ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
考
古
学
者
の

間
で
は
ブ
リ
テ
ン
島
へ
の
ケ
ル
ト
人
の
大
規
模
な

移
住
や
侵
入
と
い
う
も
の
は
存
在
せ
ず
、
い
わ
ゆ

る
「
島
の
ケ
ル
ト
」
と
い
う
も
の
は
、
近
代
の
握

造
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
優
勢
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

従
っ
て
、
従
来
の
ケ
ル
ト
の
枠
組
み
の
再
考
が
現

在
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
ケ
ル
ト

の
枠
組
み
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
き
た
の
か
を

知
る
必
要
が
あ
る
。
本
書
の
第
四
章
に
は
そ
の
経

過
が
整
理
さ
れ
て
お
り
、
参
考
と
な
る
。
本
書
は

ケ
ル
ト
や
ド
ル
イ
ド
に
関
心
の
あ
る
者
に
と
っ
て

は
基
本
文
献
と
し
て
、
ま
た
、
ド
ル
イ
ド
の
研
究

に
は
、
考
古
学
、
文
献
学
、
言
語
学
、
思
想
史
な

ど
様
々
な
分
野
に
わ
た
る
研
究
が
必
要
で
あ
る
の

で
、
学
際
的
な
研
究
の
必
要
が
叫
ば
れ
て
い
る
今

日
、
そ
の
一
例
と
し
て
歴
史
学
や
考
古
学
を
学
ぶ

者
に
と
っ
て
も
示
唆
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
思
わ

れ
る
。
な
お
、
本
書
の
訳
者
、
鶴
岡
真
弓
氏
ら
の

編
著
『
ケ
ル
ト
の
宗
教
ド
ル
イ
デ
イ
ズ
ム
匝
（
岩

波
書
店
、
　
九
九
七
）
に
は
、
ド
ル
イ
ド
に
関
す

る
古
典
史
料
の
翻
訳
や
、
今
世
紀
の
ド
ル
イ
ド
研

究
史
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
の
中
に
現
れ
る
ド

ル
イ
ド
像
の
変
遷
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
本

書
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
、
本
書
で
述
べ
ら
れ

た
も
の
と
は
ま
た
別
の
ド
ル
イ
ド
の
一
六
を
発
見

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（
四
六
判

三
七
三
頁
　
二
〇
〇
〇
年
一
月

　
　
講
談
社
　
三
二
〇
〇
円
）

（
疋
国
隆
康
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）

受
贈
雑
誌

　
　
　
　
（
二
〇
〇
〇
年
七
月
一
日
～

　
　
　
　
エ
○
○
○
年
八
月
三
一
日
）

立
命
館
文
学
　
（
立
命
館
大
学
人
文
学
会
）
五
六

　
五

岐
阜
経
済
大
学
論
集
　
（
岐
阜
経
済
大
学
学
会
）

　
三
四
－
一

史
　
と
美
術
　
（
史
　
美
術
同
孜
会
）
七
〇
…
五
、

　
六
、
七

新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
紀
要
　
（
新
潟
県
立
歴
史

　
博
物
館
）
創
刊
号

人
類
学
雑
誌
　
（
日
本
人
類
学
会
）
一
〇
八
－
一
、

　
二

白
山
史
学
　
（
白
山
史
学
会
）
三
⊥
ハ

東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
　
（
東
洋
大
学
）
五
三
史

　
学
科
篇
二
五

信
濃
　
（
信
濃
史
学
会
）
五
二
一
六
、
七
、
八

史
学
研
究
　
（
広
島
史
学
研
究
会
）
二
二
八

東
洋
史
研
究
　
（
東
洋
史
研
究
会
）
五
九
一
一

研
究
紀
要
　
（
尾
道
短
期
大
学
）
四
九
－
一

経
済
科
学
　
（
名
古
屋
大
学
経
済
学
研
究
科
）
四

　
八
1
～

釜
山
史
学
　
（
釜
山
大
学
校
史
学
会
）
二
四

法
学
史
林
　
（
法
政
大
学
法
学
史
林
協
会
）
九
七

　
－
王
、
四
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歴
史
学
報
　
（
韓
国
ソ
ウ
ル
市
歴
史
学
会
）
　
一
六

　
五

日
本
文
化
史
研
究
　
（
帝
塚
山
短
期
大
学
日
本
文

化
史
学
会
）
三
二

奈
良
学
研
究
　
（
帝
塚
山
短
期
大
学
奈
良
学
学
会
）

　
三

史
学
雑
誌
　
（
史
学
会
）
一
〇
九
－
六

日
本
史
研
究
　
（
日
本
史
研
究
会
）
四
五
五

歴
史
学
報
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歴
史
学
会
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ハ

研
究
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（
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書
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亡

国
史
学
研
究
　
（
龍
谷
大
学
国
史
学
研
究
会
）
二

　
四

福
岡
大
学
人
文
論
叢
（
福
岡
大
学
総
合
研
究
所
）

　
三
二
…
一

岡
崎
市
史
研
究
　
（
岡
崎
市
教
育
委
員
会
）
一
二

愛
知
大
学
文
学
論
叢
　
（
愛
知
大
学
文
学
会
）
一

　
二
二

R
｛
本
歴
史
　
　
（
目
［
本
歴
史
学
△
耳
）
よ
ハ
ニ
七

人
文
地
理
　
（
人
文
地
理
学
会
）
五
障
ー
三

史
泉
　
（
関
西
大
学
史
学
・
地
理
学
会
）
九
二

三
康
文
化
研
究
所
年
報
　
（
三
編
文
化
研
究
所
）

　
三
～

専
修
史
学
　
（
専
修
大
学
歴
史
学
会
）
＝
二

経
済
研
究
　
（
～
橋
大
学
経
済
研
究
所
）
五
一
－

　
三

立
命
館
法
学
　
（
立
命
館
大
学
法
学
会
）
工
六
九

歴
史
　
（
東
北
歴
史
学
会
）
九
四

登
園
　
（
園
田
学
園
女
子
大
学
歴
史
民
俗
学
会
）

　
一韓

國
史
研
究
彙
報
　
（
韓
國
隔
離
編
纂
委
員
会
）

　
一
〇
八
、
一
〇
九

東
方
学
報
　
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）
七

　
二

経
済
学
研
究
　
（
九
州
大
学
経
済
学
会
）
六
六
－

　
五
、
六

一
橋
研
究
　
（
一
橋
研
究
編
集
委
員
会
）
二
五
…

　
～歴

史
学
と
歴
史
教
育
　
（
歴
史
学
と
歴
史
教
育
の

　
会
）
五
八

立
命
館
産
業
社
会
論
集
　
（
立
命
館
大
学
産
業
社

　
A
四
学
△
獄
）
　
＝
エ
バ
ー
一

神
道
史
研
究
　
（
神
道
史
学
会
）
四
八
－
三

日
本
常
民
文
化
紀
要
　
（
成
城
大
学
大
学
院
文
学

　
研
究
科
）
二
一

人
文
学
報
　
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）
八

　
三

頃
図
ω
d
日
○
幻
H
諺
　
　
　
　
　
　
　
　
煮
頃
×
H
O
》
客
》

　
（
国
じ
　
　
○
○
］
じ
国
O
同
O
　
　
U
団
　
　
ζ
国
×
図
○
○
）

　
四
九
－
四

点
洛
撚
醐
燃
取
　
（
京
都
大
学
芋
済
学
会
）
　
一
ぬ
ハ
四
1

　
～
、
二
、
三
、
四

東
方
学
会
報
　
（
東
方
学
会
）
七
八

　
　
編
集
後
記

　
編
集
委
員
と
し
て
の
仕
事
に
戸
惑
っ
て
い
る
う

ち
に
、
号
担
当
も
ま
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
慣
れ
ぬ

仕
事
は
物
珍
し
く
も
あ
り
ま
し
た
が
、
自
分
が
以

前
投
稿
し
た
際
、
い
か
に
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い

た
か
に
も
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
八
三
巻
五
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
西
洋
史
・

東
洋
史
・
考
古
学
の
充
実
し
た
内
容
で
す
。
ま

た
、
著
者
に
若
手
女
性
研
究
者
の
目
立
つ
号
と

な
り
ま
し
た
。
ご
味
読
く
だ
さ
い
。
　
　
（
亜
）

本
誌
に
は
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究

成
果
公
開
促
進
費
が
交
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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